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国 民 健 康 保 険

学 校 給 食 費

下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療

水 道 事 業
会 計

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額

31億830万6千円

7,695万7千円

3億 7,898万2千円

16億6,074万1千円

1億8,990万9千円

4億9,430万7千円

2,113万1千円

28億7,205万8千円

7,664万5千円

3億7,203万5千円

16億859万1千円

1億8,746万2千円

4億4,774万5千円

1億8,647万　　円

2億3,624万8千円

31万2千円

694万7千円

5,215万　　円

244万7千円

4,656万2千円

▲1億6,533万9千円

特　別
会　計

特　別
会　計

特　別
会　計

特　別
会　計

特　別
会　計

財政を審査

自
　
主
　
財
　
源

依
　
存
　
財
　
源

６8億3，949 万円

一般会計

歳　入

収益的収支

資本的収支

特
　
別
　
会
　
計

企
業
会
計

繰越金など
７億８,５６６万９千円

町税
32 億 3,186 万 8 千円

地方消費税交付金
3 億 6,592 万 1 千円

地方交付税
9 億 6,131 万 9 千円

県支出金
3 億 8,132 万 3 千円

国庫支出金
5 億 3,051 万 5 千円

町債
4 億 9,288 万 4 千円

自動車取得税交付金など
8,999 万 1 千円

繰越金など
７億８,５６６万９千円

町税
32 億 3,186 万 8 千円

地方消費税交付金
3 億 6,592 万 1 千円

地方交付税
9 億 6,131 万 9 千円

県支出金
3 億 8,132 万 3 千円

国庫支出金
5 億 3,051 万 5 千円

町債
4 億 9,288 万 4 千円

自動車取得税交付金など
8,999 万 1 千円

９月
定例会
９月５日～１９日
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６5億1，235万円

一般会計

歳　出

民生費 土木費総務費 衛生費

消防費 農林水産業費 議会費 その他

９万９,２８６円 ４万１,６７３円 ３万９,２４６円 3 万６,８７０円 ３万１,１７３円

２万８,１５７円 ２万５,０３４円 １万９６４円 １,２８５円４,７９４円

教育費

未来ある町づくりのために

健全な財政運営の永続を健全な財政運営の永続を

公債費

民生費
20 億 3,019 万 8 千円

その他
2,626 万 7 千円

消防費
5 億 1,190 万 3 千円

総務費
8 億 5,213 万 7 千円

教育費
8 億 250 万 4 千円

土木費
7 億 5,391 万 4 千円

衛生費
6 億 3,743 万円

公債費
5 億 7,576 万 1 千円

民生費
20 億 3,019 万 8 千円

その他
３億４,８５０万２千円

消防費
5 億 1,190 万 3 千円

総務費
8 億 5,213 万 7 千円

教育費
8 億 250 万 4 千円

土木費
7 億 5,391 万 4 千円

衛生費
6 億 3,743 万円

公債費
5 億 7,576 万 1 千円

平成 29年度一般会計決算
町民一人当たりの金額
平成 29年度一般会計決算
町民一人当たりの金額

高齢者・障害者福祉、保育

所、児童手当に使いました。

庁舎管理や各種証明書発行

等に使いました。
道路、公園、橋等に使いま

した。

健康対策やごみ処理等に使

いました。

町の借金の返済に使いまし

た。

農林水産業費、議会費等が

含まれています。

消防・防災に使いました。

学校教育、生涯学習、スポー

ツ振興等に使いました。
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　子育て支援を行う
施設を開設し、乳幼
児や児童を対象とし
た事業を実施しまし
た。

　綺麗な公園環境を保つため
に、公園施設内の清掃・除草・
樹木の剪定・芝生の維持管理等の
作業を委託しています。

子育て支援センター事業子育て支援センター事業

平成の森公園の管理

　自主防災組織の充実を図るため、資機
材整備や訓練活動に対する補助金を交付
し、訓練等支援のため防災アドバイザー
を派遣します。　

自主防災組織の充実事業

29

子
育
て

に切れ目のない支援

平成の森公園　観光地
化
へ



5 川島町議会だより／№12３／平成 30 年 10 月 25 日

　小学校５・６年生の英語教科化及び３・４
年生の外国語活動の導入を見据え、計画的な
外国語教育を行いました。また、中学生のさ
らなる英語学力向上を図るため、ＡＬＴの常
駐化と英語検定を全額負担した事業です。

英語教育の充実

　地方創生推進交付金を活用し、
観光資源を活用した地域ブランドを
構築するとともに、ＰＲ動画を作成し
ました。

地域資源魅力創出事業

29
年
度
推
進
し
た
事
業

　町に継承されてきた郷土の伝統芸
能を保存し、その技術等を受け継ぐ
継承者の育成に要する費用の一部助
成を行っています。

伝統芸能保存事業への補助

川島町の魅力発信
と認

知
度
向
上

伝
統
芸
能
を
活

かし
た魅
力ある町づくり

KJブランドPR動画



圏央道へのアクセスがより快適に

総務経済建設常任委員会

今回１０月１日に改正される
たばこ税の増税により、町の
収入はどの程度増えると予想
されるか。

３００万円程度増収となる見
込みです。

問

答

農地中間管理機構業務委託金
の内訳は。

埼玉県農林公社から一部事務
の委託を受けているので、そ
の事務処理や相談業務、現地
の調整を行う職員の人件費等
です。

問

答

アライグマ個体分析調査業務
の内容について伺います。

捕獲したアライグマの体重・
体長・年齢・性別・病気の有
無等を調査しております。な
お、２９年度のアライグマの
捕獲頭数は１４６頭です。

問

答

たばこ税の改正 農地中間管理機構 アライグマ個体分析

平成の森公園の花菖蒲の管理
が不十分である。町の花なの
で、予算をかけて行き届いた
管理をしてほしい。

花菖蒲については、黄色い花
が増えてきているので、肥料
等の改善を考えています。

問

答

防災対策費の需用費と施設修
繕費の内訳は。

避難所の看板を外国の方にも
わかるように変更する修繕で
３２万円支出し、防災無線設
備屋外拡声機の電池交換修繕
で７９万円支出しています。

平沼の浄水場の井戸を復活さ
せることで、県水の受水量を
減らせないか。

平沼の浄水場の井戸を再活用
することは設備投資に多額な
費用もかかることから、考え
ておりません。

問

答

問

答

公園の花菖蒲 防災対策 井戸の再活用

　
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、

整
備
途
中
の
町
道
３
５
５
７
号
線
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
町
道
３
５
５
７
号
線
は
圏
央
道

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
整
備
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
完
成
す
れ
ば
流
通
時

間
の
短
縮
や
周
辺
環
境
の
改
善
が
図
ら

れ
ま
す
。
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きれいになりました中山小学校トイレ
　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
今
年

の
夏
休
み
中
に
大
規
模
な
改
修
が
さ
れ

た
中
山
小
学
校
の
ト
イ
レ
を
視
察
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
改
修
で
中
山
小
学
校
の
ト
イ
レ

が
洋
式
化
さ
れ
、
使
い
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

　

ト
イ
レ
の
入
り
口
に
は
か
わ
い
い
壁

画
も
あ
り
、
子
ど
も
達
も
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

つばさ南放課後児童クラブ
（仮称）の建設工事追加の内
容と支援員の募集は。

雨水桝、浸透トレンチ設置や
地盤改良等の費用です。支援
員の募集と運営方法や事業の
実施方法はＮＰＯ法人かわじ
ま学童クラブの分割を含め検
討します。

問

答

いじめ問題対策連絡協議会の
内容は。

年２回開催し、東松山警察、
さいたま地方法務局等行政機
関や、学校教育関係者、ＰＴ
Ａ各種団体等から取り組み状
況と意見交換を行い情報を共
有しています。

問

答

健康教室等自己負担金の内容
は。

筋力アップトレーニング教室
の自主グループの歩数データ
管理料です。参加者は新規教
室を終了した方を対象に、月
曜日コースが週１回、土曜日
コースが月２回で自主的に活
動しています。

問

答

放課後児童クラブ いじめ問題 健康教室

公民館事業あり方検討会の内
容は。

４回会議を開催し、統合小学
校４地区の地区体育祭につい
てが主な内容でした。今後は、
小学校の跡地利用と調整を図
りながら検討していきたいと
考えています。

問

答

伝統芸能保存事業費とフロア
カーリングとは。

角泉、伊草、飯島、白井沼、
下廓の獅子舞や囃子連の衣装
代等です。フロアカーリング
は、室内でできるニュースポー
ツで、氷上のカーリングが体
育館でできます。各地区で教
室を行う予定です。

短期保険証の内容は。

要領に合わせて保険証を発行
します。過年度分の滞納があ
る方で毎年滞納額が減少の方
は６か月、相談や定期納付の
ない方は、３か月又は１か月
となります。

問

答

問

答

公民館 伝統芸能 国民健康保険

文教厚生常任委員会
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（※

議
員
名
は
、
議
席
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

松
原
　
謙
司

稲
村
美
代
子

小
峯
　
松
治

遠
山
　
　
尚

新
井
　
悦
子

栗
岩
　
輝
治

爲
水
　
順
二

飯
野
　
徹
也

森
田
　
敏
男

菊
地
　
敏
昭

山
田
　
敏
夫

道
祖
土
　
証

石
川
　
征
郎

小
高
　
春
雄

上 程 さ れ た 議 案

議 員 氏 名

※「○」は賛成、「×」は反対を表しています。また、「―」は議長もしくは退席のため表決しておりません。

各 議 員 の 賛 否

結
　
　
　
果

条例の一部改正

川島町税条例等の一部を改正する条例を定めるこ

とについて

平成３０年度会計補正予算

平成３０年度川島町一般会計補正予算（第２号）

平成３０年度川島町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）

平成３０年度川島町下水道事業特別会計補正予算

（第１号）

平成３０年度川島町介護保険特別会計補正予算

（第１号）

平成３０年度川島町水道事業会計補正予算（第１

号）

平成２９年度決算認定

平成２９年度川島町一般会計歳入歳出決算認定に

ついて

平成２９年度川島町国民健康保険特別会計歳入歳

出決算認定について

平成２９年度川島町学校給食費特別会計歳入歳出

決算認定について

平成２９年度川島町下水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について

平成２９年度川島町介護保険特別会計歳入歳出決

算認定について

平成２９年度川島町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算認定について

平成２９年度川島町水道事業会計決算認定につい

て

平和都市宣言

川島町平和都市宣言について

債権の放棄

債権の放棄について

町道路線の廃止

町道路線の廃止について（町道 4 3 9 7 号線）

工事請負契約の締結

工事請負契約の締結について（飯島３号雨水幹線

工事 (18 ー 1 工区））

名誉市民の推挙

名誉市民の推挙について（高田康男氏）

教育委員会教育長の任命

教育委員会教育長の任命について

（中村正宏氏　再任）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同意 × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ―

同意 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―



いっぱん質問
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町の考えを問う
町政一般質問要旨 ３月１３日、１４日に一般質問が行われました。

町の考えを問う
町政一般質問要旨 ９月１４日、１８日、１９日に一般質問が行われました。

※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。
※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。

栗
岩
　
輝
治
　
議
員

稲
村
　
美
代
子
　
議
員

小
峯
　
松
治
　
議
員

道
祖
土  

証
　
議
員

新
井
　
悦
子
　
議
員

菊
地
　
敏
昭
　
議
員

栗
岩
　
輝
治
　
議
員

栗
岩
　
輝
治
　
議
員

稲
村
　
美
代
子
　
議
員

小
峯
　
松
治
　
議
員

飯
野
　
徹
也
　
議
員

飯
野
　
徹
也
　
議
員

道
祖
土  

証
　
議
員

松
原
　
謙
司
　
議
員

松
原
　
謙
司
　
議
員

新
井
　
悦
子
　
議
員

菊
地
　
敏
昭
　
議
員

い な む ら こみ よい な む ら こみ よ

稲村　　美代子稲村　　美代子

問　

平
成
27
年
度
の
議
会
で
「
地
震
・

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
改
訂
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
経
過
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

平
成
27
年
12
月
に
国
交
省
か
ら

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
良
推
進
を
受

け
、
平
成
28
年
に
改
訂
の
予
定
で
し

た
が
、
平
成
30
年
度
に
市
野
川
浸
水

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
公
表
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
待
っ
て
平
成

31
年
度
に
改
訂
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

町
民
か
ら
、「
水
害
説
明
会
」

を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が

出
て
い
ま
す
が
、
町
の
考
え
は
。

答　

新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
後
、
説
明
会
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

住
民
が
一
時
的
に
避
難
で
き
る

企
業
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
と

オ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
増

や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り

ま
す
。
町
の
考
え
は
。

答　

い
ざ
と
い
う
時
の
垂
直
避
難
の

場
所
と
し
て
、
今
後
、
開
発
さ
れ
る

企
業
に
依
頼
し
て
い
き
ま
す
。

問　

町
民
か
ら
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
高
齢
者
に
配
布
し
て
ほ
し
い
と
の

話
が
あ
り
ま
す
が
、
町
の
考
え
は
。

答　

各
地
区
自
主
防
災
組
織
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

平
成
29
年
度
の
出
生
数
、
合
計

特
殊
出
生
率
を
伺
い
ま
す
。

答　

出
生
数
95
人
、
合
計
特
殊
出
生

率
（
平
成
28
年
度
）
は
０
・
75
で
す
。

問　

今
後
、
子
育
て
支
援
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
伺
い
ま
す
。

答　

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
か

わ
み
ん
ハ
ウ
ス
を
拠
点
に
、
切
れ
目

の
な
い
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
は
。

平
成
31
年
度
に
作
成
の
予
定

で
す
。

１ 

水
害
対
策
に
つ
い
て

２ 

川
島
版
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

１ 

非
核
・
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て

２ 

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
に
つ
い
て

３ 

町
内
に
於
け
る
交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て

１ 

防
災
対
策
に
つ
い
て

２ 

野
良
猫
対
策
に
つ
い
て

３ 

不
育
症
に
つ
い
て

１ 

農
業
政
策
に
つ
い
て

２ 

改
元
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
つ
い
て

３ 

所
有
者
不
明
土
地
に
つ
い
て

１ 

農
地
に
対
す
る
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金

　

 

事
業
に
つ
い
て

２ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

１ 

水
道
事
業
に
つ
い
て

２ 

町
の
総
合
振
興
計
画
に
つ
い
て

石
川
　
征
郎
　
議
員

石
川
　
征
郎
　
議
員

１ 

道
路
新
設
工
事
に
つ
い
て

２ 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て

爲
水
　
順
二
　
議
員

爲
水
　
順
二
　
議
員

１ 

水
害
時
の
対
策
に
つ
い
て

２ 

地
域
資
源
魅
力
創
出
事
業
に
つ
い
て

３ 

飯
島
町
政
４
年
間
の
実
績
と
課
題
に
つ
い
て

１ 

「
中
央
通
り
」の
整
備
と
維
持
管
理
に
つ
い
て

２ 

町
の
空
き
家
問
題
に
つ
い
て

３ 

飯
島
地
内
出
丸
用
水
の
整
備
工
事
に
つ
い
て

遠
山
　
　
尚
　
議
員

遠
山
　
　
尚
　
議
員

１ 

ご
み
減
量
の
取
り
組
み

１ 

中
学
校
の
運
動
部
活
動
に
つ
い
て

２ 
学
校
給
食
に
つ
い
て

九頭龍大権現（水の神様・下伊草）
くずりゅうだいごんげん
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いっぱん質問

災
害
時
に
お
け
る

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
は
。

個
人
や
自
主
防
災
組
織
で

作
成
で
き
る
よ
う
考
え
る
。

逃げ遅れゼロを目指して

問　

防
災
対
策
で
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

や
個
別
計
画
策
定
は
。
液
体
ミ
ル
ク

と
簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
は
。

答　

風
水
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
地
震
と
違
い
予
測
が
で
き

る
の
で
避
難
準
備
や
避
難
勧
告
、
避

難
指
示
を
発
令
し
ま
す
。
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
は
毎
年
更
新
し
、
現

在
６
８
４
名
が
情
報
提
供
し
て
い
ま

す
。
液
体
ミ
ル
ク
は
、
災
害
時
に
役

立
つ
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
の
動
向
を
見
守
り
ま
す
。
ト
イ
レ

は
被
災
者
数
の
１
・
５
日
分
を
備
蓄

す
る
予
定
で
す
。

問　

自
ら
の
災
害
時
に
動
く
行
動
回

路
が
大
切
な
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

作
成
は
。

答　

避
難
所
ま
で
の
道
の
り
や
、
誰

と
い
つ
逃
げ
る
か
タ
イ
ミ
ン
グ
が
わ

か
る
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

問　

ペ
ッ
ト
が
家
族
の
一
員
で
飼
わ

れ
て
い
る
が
飼
育
放
棄
、
遺
棄
等
問

題
が
あ
る
。
県
は
殺
処
分
ゼ
ロ
を
掲

げ
て
い
る
が
野
良
猫
の
苦
情
は
あ
る

か
。
ま
た
、Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動　

 

は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

３
年
間
で
６
件
あ
り
ま
す
。
核

家
族
が
進
む
中
、
ペ
ッ
ト
も
家
族
の

一
員
で
す
が
、
迷
惑
行
為
が
起
こ
っ

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
町
も
、
ど

の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
か
研
究
し

ま
す
。

問　

不
育
症
の
認
識
と
周
知
啓
発
は
。

答　

不
育
症
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
原

因
や
治
療
方
法
な
ど
知
識
や
相
談
窓

口
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

周
知
啓
発
を
し
て
い
ま
す
。

問　

川
島
町
平
和
都
市
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
が
、
具
体
化
と
し
て
、
他
市

町
村
の
例
を
参
考
に
、
予
算
化
と
行

事
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

ま
だ
具
体
的
な
も
の
は
決
定
し

て
い
な
い
が
、
他
市
町
村
を
参
考
に
、

町
民
の
皆
様
の
心
の
中
に
「
平
和
」

と
言
う
言
葉
が
刻
み
こ
ま
れ
る
よ
う

な
事
業
を
実
施
し
て
行
き
た
い
。

問　

吉
見
町
に
計
画
中
の
「
新
ご
み

処
理
場
建
設
計
画
」
に
つ
い
て
７
月

に
開
催
さ
れ
た
「
公
聴
会
」
で
24
人

の
公
述
人
全
員
が
、
建
設
の
白
紙
撤

回
を
主
張
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
副
管

理
者
と
し
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

公
聴
会
で
の
意
見
は
、
吉
見
町

都
市
計
画
審
議
会
で
検
討
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

隣
接
す
る
芝
沼
地
域
の
住
民
は

33
世
帯
中
11
世
帯
し
か
建
設
に
同
意

し
て
い
な
い
。
改
め
て
説
明
会
を
開

催
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

答　

芝
沼
地
域
の
説
明
会
は
、
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

問　

９
月
６
日
、
地
元
住
民
が
建
設

差
止
め
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

副
管
理
者
と
し
て
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

答　

こ
の
件
は
、
中
部
資
源
循
環
組

合
に
関
わ
る
事
な
の
で
、
答
弁
は
差

し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
（
中
山
）
と

ウ
ェ
ル
シ
ア
（
上
伊
草
）
地
点
の
信

号
機
設
置
、
改
善
に
つ
い
て
、
埼
玉

県
警
と
の
話
で
は
、「
歩
行
者
と
車

の
安
全
確
保
が
条
件
」
と
の
こ
と
で

す
が
、
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

東
松
山
警
察
署
と
の
協
議
で
は

歩
道
の
設
置
だ
け
で
は
信
号
機
の
設

置
は
困
難
と
の
こ
と
で
す
。

平
和
都
市
宣
言
の
具
体
的
な

取
組
み
は
。

「
平
和
」
の
言
葉
が
心
に
刻
ま
れ
る

事
業
の
実
施
。

新ごみ焼却場（約5万㎡）建設計画
く り い わ じて るく り い わ じて る

栗 岩　　輝 治栗 岩　　輝 治

あ ら い こえ つあ ら い こえ つ

新 井　　悦 子新 井　　悦 子

（
＊
）

＊ＴＮＲ活動は、Ｔｒａｐ（捕獲）Ｎｅｕｔｅｒ（不妊手術）Ｒｅｔｕｒｎ
（猫を元の位置に戻す）の頭文字をとったもので、苦情や殺処分の減少
に寄与する活動です。
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問　

町
内
の
米
麦
の
大
型
農
家
の
経

営
面
積
と
経
営
者
数
は
。

答　

10
ｈ
ａ
以
上
を
耕
作
す
る
町
内

農
業
者
は
16
戸
で
、
約
５
３
０
ｈ
ａ

を
耕
作
し
町
内
農
地
の
約
35
％
を
占

め
ま
す
。

問　

農
地
中
間
管
理
機
構
の
役
割
は
。

答　

農
地
を
貸
し
た
い
方
か
ら
、
借

り
た
い
方
へ
農
地
の
中
間
的
受
け
皿

で
分
散
錯
綜
し
た
農
地
を
整
理
し
農

業
経
営
の
効
率
を
上
げ
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
を
担
っ
て
い
ま
す
。

機
構
を
通
じ
て
の
賃
貸
面
積
は
、
米

作
が
約
２
０
４
ｈ
ａ
、
麦
作
が
約
１

７
０
ｈ
ａ
で
す
。
賃
貸
料
は
、
田
で

㎡
あ
た
り
６
円
、
畑
で
㎡
あ
た
り
１

円
で
す
。

問　

町
の
10
ａ
あ
た
り
の
地
目
「
田
・

畑
」
の
Ｈ
30
年
度
の
税
額
は
。

答　

田
１
４
１
５
円
、
畑
７
９
８
円

で
３
年
間
毎
に
見
直
し
て
い
ま
す
。

問　

町
の
堤
内
農
地
の
耕
地
整
理
は

何
年
頃
に
実
施
さ
れ
た
の
か
。

答　

旧
６
ヶ
村
が
一
組
合
を
組
織
し
、

明
治
40
年
に
工
事
着
工
し
、
大
正
８

年
に
完
了
、
大
正
12
年
に
組
合
解
散
、

10
ａ
の
区
画
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
今

は
非
効
率
的
な
大
き
さ
で
す
。

問　

安
藤
川
の
両
側
の
道
路
管
理
は
。

答　

安
藤
川
の
管
理
道
路
と
な
っ
て

い
て
県
土
で
維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。

問　

国
道
２
５
４
号
下
り
線
の
落
合

橋
北
詰
交
差
点
か
ら
上
伊
草
交
差
点

ま
で
の
西
側
は
市
街
化
調
整
区
域
で

す
か
。

答　

市
街
化
調
整
区
域
で
す
。

問　

改
元
シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て

答　

50
程
あ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修

作
業
は
、
10
月
か
ら
調
整
し
来
年
３

月
末
に
は
検
証
を
終
え
、
新
元
号
が

発
表
さ
れ
次
第
、
テ
ス
ト
を
行
い
５

月
１
日
以
降
、
新
元
号
で
業
務
を
行

う
よ
う
対
応
し
ま
す
。

どう守る川島町の田園風景

町
の
農
業
政
策
は
。

魅
力
あ
る
農
業
に
す
る
こ
と
で
す
。

問　

町
は
学
校
給
食
費
特
別
会
計
を

採
用
し
て
い
る
が
、
近
隣
の
状
況
は
。

答　

特
別
会
計
を
採
用
し
給
食
費
を

管
理
し
て
い
る
の
は
郡
内
で
川
島
の

み
で
す
。

問　

一
般
会
計
の
給
食
費
に
統
一
す

る
考
え
は
。

答　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
そ
れ
ぞ

れ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十

分
検
証
し
、
町
長
部
局
と
協
議
し
最

善
の
方
法
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

県
内
自
治
体
の
中
で
学
校
給
食

費
補
助
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
は
。

答　

無
償
化
に
し
て
い
る
の
は
滑
川

町
と
小
鹿
野
町
で
、
近
隣
で
は
坂
戸

市
・
小
川
町
・
吉
見
町
が
特
定
の
児

童
生
徒
に
一
部
補
助
を
し
、
東
秩
父

村
で
は
、
28
年
度
か
ら
月
額
３
，
０

０
０
円
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

問　

給
食
費
の
値
上
げ
の
考
え
は
。

答　

献
立
を
工
夫
し
な
が
ら
値
上
げ

を
し
な
い
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

問　

米
飯
の
週
３
回
を
増
や
す
考
え

は
。

答　

地
産
地
消
の
関
係
か
ら
も
増
や
す

方
向
で
検
討
し
ま
す
。

問　

部
活
動
の
練
習
や
大
会
の
考
え
方

は
。

答　

平
日
は
80
分
程
度
の
練
習
時
間

で
、
休
日
は
土
日
の
ど
ち
ら
か
１
日

は
休
み
と
し
、
土
日
に
練
習
を
行
う

場
合
は
原
則
半
日
と
し
、
大
会
の
参

加
は
中
学
校
体
育
連
盟
主
催
の
大
会

に
は
原
則
参
加
し
、
そ
の
他
の
大
会

は
、
生
徒
に
過
度
な
負
担
が
か
か
ら

な
い
よ
う
把
握
し
、
各
顧
問
の
判
断

で
参
加
不
参
加
を
決
め
て
い
ま
す
。

問　

部
活
動
の
熱
中
症
対
策
は
。

答　

練
習
時
間
の
短
縮
や
小
ま
め
な

水
分
補
給
対
策
等
を
行
い
、
生
徒
に

も
熱
中
症
予
防
法
を
指
導
し
、
安
全

に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

より多くの米飯給食を

給
食
費
の
値
上
げ
の
考
え
は
。

値
上
げ
を
し
な
い
考
え
で
い
ま
す
。

さ い いさむどさ い いさむど

道祖土　　　証道祖土　　　証

き く ち あ きと しき く ち あ きと し

菊 地　　敏 昭菊 地　　敏 昭
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（
中
央
通
り
の
整
備
と
維
持
管
理
に

つ
い
て
）

問　

今
後
の
管
理
、
修
繕
計
画
は
。

大
型
車
等
の
交
通
規
制
は
。

答　

つ
ば
さ
南
小
学
校
の
周
辺
を
主

に
修
繕
を
行
い
、
道
路
点
検
等
に
よ

り
、
舗
装
が
傷
ん
で
い
る
箇
所
が
あ

れ
ば
、
随
時
修
繕
す
る
予
定
で
す
。

交
通
規
制
に
つ
い
て
は
、
東
松
山
警

察
署
と
連
携
し
て
沿
線
の
状
況
等
も

考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
ま

す
。

ま
た
、
20
ト
ン
以
上
の
大
型
車
両
の

通
行
は
町
の
同
意
が
必
要
で
す
の

で
、
可
能
で
あ
れ
ば
県
道
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い

き
ま
す
。

（
空
き
家
問
題
に
つ
い
て
）

問　

現
状
や
取
組
み
の
実
情
、
今
後

の
課
題
や
問
題
解
消
へ
取
り
組
む
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

平
成
30
年
８
月
時
点
で
２
４
５

戸
が
空
き
家
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
町
で
は
平
成
24
年
10
月
か
ら
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
を
運
用
し
て
お

り
、
現
在
ま
で
で
成
約
実
績
は
７
件

で
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
通
じ
て
空

き
家
を
探
し
て
い
る
方
は
27
名
い
ま

す
。

今
後
の
課
題
は
、
い
か
に
空
き
家
物

件
を
登
録
し
て
い
た
だ
く
か
に
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
多
く
の
方
が
登
録
、

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
制
度
の

周
知
と
と
も
に
、
空
き
家
問
題
の
解

消
に
向
け
て
組
織
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

（
飯
島
地
内
出
丸
用
水
の
整
備
工
事

に
つ
い
て
）

問　

近
隣
へ
の
内
容
説
明
は
い
つ
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
。

答　

平
成
20
年
10
月
に
地
元
区
長
、

地
元
地
権
者
等
へ
計
画
平
面
図
や
標

準
断
面
図
を
も
と
に
整
備
計
画
を
説

明
し
ま
し
た
。

いっぱん質問

空
き
家
解
消
に
向
け
た

仕
組
み
づ
く
り
を
。

組
織
的
に
検
討
を
し
て
い
く
。

地域住民の皆さんで景観形成

問　

多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金
事

業
の
概
要
は
。

答　

国
が
１
／
２
、
県
が
１
／
４
、

市
町
村
が
１
／
４
の
費
用
負
担
を
行

い
、
草
刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ
、
水

路
や
農
道
の
軽
微
な
補
修
、
植
栽
に

よ
る
景
観
形
成
に
対
し
て
支
援
し
ま

す
。
実
施
す
る
場
合
は
活
動
組
織
を

設
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問　

当
町
に
お
け
る
事
業
の
現
状
は
。

答　

当
町
の
対
象
農
地
１
８
８
６
ｈ

ａ
の
う
ち
、
３
組
織
が
81
・
99
ｈ
ａ

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問　

普
及
に
向
け
た
今
後
の
展
開
は
。

答　

４
月
に
農
家
組
合
長
会
議
に
県

の
担
当
者
を
招
き
、
事
業
の
推
進
を

し
ま
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
県
の
担

当
者
と
と
も
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

問　

小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
所
感
を
お
持
ち

で
す
か
。

答　

学
校
教
育
を
支
え
て
い
る
の
は

教
職
員
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭

や
地
域
の
力
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
保
護

者
が
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問　

小
中
学
校
の
資
源
回
収
に
お
け

る
保
護
者
の
負
担
感
、
必
要
性
な
ど

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

答　

資
源
回
収
実
施
後
に
反
省
点
や

改
善
点
を
あ
げ
、
保
護
者
が
参
加
し

や
す
く
、
よ
り
よ
い
活
動
に
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
回
収
の

報
奨
金
で
活
動
や
学
校
用
具
の
充
実

が
図
ら
れ
、
最
終
的
に
は
子
ど
も
た

ち
に
還
元
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金

事
業
の
推
進
は
。

必
要
に
応
じ
て
説
明
会
を
行
い

推
進
し
た
い
。

空き家問題の解消を望む い い の やて つい い の やて つ

飯 野　　徹 也飯 野　　徹 也

ま つ じけ んま つ ば ら じけ んま つ ば ら じけ ん

松 原　　謙 司松 原　　謙 司
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問　

川
島
町
で
は
、
平
成
26
年
度
に

お
け
る
一
人
一
日
当
た
り
の
、
ご
み

排
出
量
が
１
１
０
１
ｇ
と
な
り
、
排

出
量
の
多
い
順
か
ら
数
え
て
、
３
番

目
に
多
い
と
い
う
結
果
と
な
り
、
そ

の
後
も
上
位
に
位
置
し
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。
町
で
は
昨
年
の
７
月
か
ら

ご
み
減
量
化
対
策
推
進
室
を
作
り
、

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て
本
格
的
に

取
り
組
み
を
始
め
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
減
量
化
に
係
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

ご
み
減
量
化
に
係
る
取
り
組
み

と
し
て
、
町
で
は
、
職
員
が
自
ら
実

践
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
町
長

を
は
じ
め
と
す
る
全
職
員
を
対
象
に

し
た
川
島
町
職
員
ご
み
減
量
化
説
明

会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
へ
の
取
り
組
み
で
す
が
、

ご
み
処
理
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
田
園
戦
士
か
わ
じ
マ
ン
を
主

人
公
に
し
た
フ
ォ
ト
ス
ト
ー
リ
ー
仕

立
て
の
特
集
「
ご
み
減
量
化
大
作
戦
」

を
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
啓
発
チ
ラ

シ
や
ポ
ス
タ
ー
の
撮
影
に
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
た
田
園
戦
士
か
わ
じ
マ

ン
を「
川
島
町
ご
み
す
っ
き
り
応
援
団
」

に
任
命
し
、
横
断
幕
や
懸
垂
幕
を
作

製
し
て
啓
発
活
動
を
強
化
し
て
お
り

ま
す
。

地
区
住
民
に
対
し
て
は
、
ご
み
の
分

別
や
減
量
化
に
つ
い
て
説
明
会
を
開

催
し
、
事
業
所
に
対
し
て
は
、
職
員

が
訪
問
し
、
ご
み
の
種
別
や
排
出
方

法
な
ど
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
分

別
排
出
の
協
力
に
つ
い
て
お
願
い
を

し
ま
し
た
。

町内のごみ収集場所

こ み ね じま つこ み ね じま つ

小　峯　　松　治小　峯　　松　治
安心・安全な水の供給を目指して

問　

川
島
町
の
水
道
は
、
比
企
郡
内

で
は
小
川
町
に
次
ぐ
２
番
目
の
早
さ

で
、
昭
和
37
年
７
月
に
供
用
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
早
期

進
捗
と
費
用
効
果
等
か
ら
、
本
管
か

ら
個
人
宅
へ
の
引
き
込
み
管
を
公
道

で
は
な
く
民
地
を
利
用
し
た
も
の
も

あ
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
運
時
の
破

損
、
ま
た
民
地
の
方
が
建
物
を
建
て

る
場
合
の
切
り
回
し
等
、
問
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
は
ど

の
位
あ
る
の
か
。

答　

民
地
を
利
用
し
た
引
き
込
み
管

は
、
町
内
に
１
１
０
カ
所
ほ
ど
把
握

し
て
お
り
、
そ
の
距
離
は
約
８
・
５

㎞
あ
り
ま
す
。

問　

公
道
へ
の
布
設
替
え
す
る
場
合
、

経
費
は
ど
の
位
か
か
る
の
か
。
ま
た

町
は
こ
の
件
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

口
径
30
ミ
リ
の
給
水
管
の
す
べ

て
を
布
設
替
え
す
る
と
８
・
５
㎞
で

約
２
億
円
程
度
か
か
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
変
厳
し
い
で
す
が
、
優
先
順
位

を
つ
け
、
計
画
的
に
布
設
替
え
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

問　

布
設
替
え
工
事
を
す
る
場
合
、

町
内
の
水
道
業
者
を
優
先
的
に
指
名

し
、
事
業
経
営
と
技
術
の
存
続
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
。

答　

小
規
模
登
録
業
者
も
含
め
、
優

先
的
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

問　

第
５
次
総
合
振
興
計
画
が
平
成

32
年
３
月
で
終
了
す
る
が
、
今
後
の

計
画
策
定
の
予
定
は
。

答　

策
定
義
務
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

が
、
町
の
最
上
位
計
画
と
し
て
目
指

す
姿
を
明
確
に
す
る
事
は
不
可
欠
と

認
識
し
て
お
り
、
第
６
次
総
合
振
興

計
画
の
策
定
を
考
え
て
い
ま
す
。

水
道
の
民
地
を
利
用
し
た

引
込
管
の
改
修
は
。

優
先
順
位
を
つ
け
、
計
画
的

に
布
設
替
え
し
て
行
く
。

と お や ま たかしと お や ま たかし

遠　山  　　　尚遠  山　　　　尚

ご
み
の
排
出
量
県
内

ワ
ー
ス
ト
上
位
だ
が
。

町
民
一
人
一
人
が
ご
み
の

減
量
化
に
協
力
を
。



14川島町議会だより／№123 ／平成 30 年 10 月 25 日

（
飯
島
町
政
４
年
の
実
績
と
課
題
）

問　

平
成
27
年
１
月
の
町
長
選
挙
に

お
い
て
、
町
長
と
な
り
ま
し
た
が
、

町
長
が
担
っ
て
き
た
課
題
と
実
績
、

今
後
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
て
い
る
か
を
伺
い
ま
す
。

答　

立
候
補
の
際
、
公
約
と
し
て
掲

げ
た
29
項
目
の
内
、
23
に
つ
い
て
達

成
が
で
き
、
残
り
に
つ
い
て
も
進
捗

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

10
～
20
年
先
を
思
っ
た
と
き
、
圏
央

道
Ｉ
Ｃ
の
周
辺
整
備
な
ど
の
課
題
は
、

一
定
の
目
安
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
任
期
僅
か
で
す
が
、
職
員

と
一
丸
で
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

問　

次
期
町
長
選
挙
へ
の
立
候
補
に

つ
い
て
想
い
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
「
未
来
の
川
島
町
を
創
る
」
礎

を
固
め
た
い
と
決
意
し
、
こ
れ
ま
で

の
仕
事
ぶ
り
を
含
め
、
町
民
皆
様
の

審
判
を
頂
く
所
存
で
す
。

（
水
害
時
の
対
策
）

問　

水
害
時
の
避
難
で
自
主
防
災
組

織
に
担
っ
て
い
た
だ
く
役
割
は
。

答　

情
報
収
集
報
告
や
安
否
確
認
、

要
支
援
者
避
難
支
援
・
誘
導
等
で
す
。

問　

避
難
所
計
画
策
定
に
あ
た
り
区

長
の
負
担
軽
減
が
必
要
と
思
う
が
。

答　

各
地
域
で
状
況
が
違
う
た
め
、

自
主
防
災
組
織
で
計
画
の
作
成
が
重

要
で
、
町
は
作
成
の
支
援
を
し
ま
す
。

（
地
域
資
源
魅
力
創
出
事
業
）

問　

Ｋ
Ｊ
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
で
、
ど

の
よ
う
な
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
を
考
え
て
い

る
か
。

答　

町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
や
浅
草
商

業
施
設
で
の
出
展
を
行
い
ま
す
。

問　

参
加
事
業
者
に
受
益
の
あ
る
仕

組
み
づ
く
り
も
重
要
と
考
え
る
が
。

答　

事
業
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る

支
援
を
行
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

いっぱん質問

次
期
町
長
選
挙
、
立
候
補
の

考
え
は
。

町
民
皆
様
の
審
判
を

い
た
だ
き
た
い
。

次世代型路面電車のＬＲＴ

た め み ず じじゅんた め み ず じじゅん

爲 水　　順 二爲 水　　順 二

問　

日
高
～
川
島
線
。
昨
年
の
大
規

模
交
通
量
調
査
以
後
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

今
年
度
は
権
利
者
の
確
認
調
査

を
予
定
し
、
次
年
度
は
、
交
通
量
調

査
を
踏
ま
え
た
解
析
、
概
略
設
計
を

順
次
実
施
の
予
定
で
す
。

問　

町
道
３
５
５
７
号
線
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

桜
の
広
場
か
ら
八
幡
団
地
の
町

道
２
ー
29
号
線
ま
で
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
三
井
精
機
工
業
（
株
）

と
工
事
や
通
行
に
よ
る
振
動
の
影
響

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
、
有
事
の

際
に
町
民
の
安
全
、
安
心
の
為
の
避

難
道
路
と
し
て
期
待
で
き
る
道
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
早
期
完
成
に

向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

問　

Ｌ
Ｒ
Ｔ（
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
）
次
世
代
型
路
面
電
車
シ

ス
テ
ム
を
、
我
が
町
へ
導
入
の
件
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

鉄
道
の
な
い
当
町
で
は
、
公
共

交
通
の
整
備
が
永
年
の
課
題
で
も
あ

り
、
夢
と
な
っ
て
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
町
外
へ
の

移
動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
可
能

性
を
持
つ
も
の
と
考
え
て
ま
す
。

町
の
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
で

も
、
新
し
い
交
通
手
段
の
確
保
を
実

施
政
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

既
存
の
道
路
網
、
近
隣
自
治
体
の
交

通
政
策
や
、
町
の
中
長
期
の
財
政
計

画
を
考
慮
し
な
が
ら
、
研
究
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）

次
世
代
型
路
面
電
車
を
川
島
に
。

大
き
な
夢
の
実
現
に
向
け
て

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
。

飯島町政、職員と一丸で邁進中

い し か わ おゆ くい し か わ おゆ く

石 川　　征 郎 石 川　　征 郎 
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平
成
30
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
第
２
回
臨

時
会
が
７
月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
議
案
第
６
号
、
議
案
第

７
号
、
議
案
第
８
号
、
議
案
第
９
号
の
４
件
で
す
。

議
案
第
６
号
は
「
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

取
得
に
つ
い
て
」
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
川
越
西
消

防
署
名
細
分
署
及
び
川
島
消
防
署
に
配
備
さ
れ
て

い
る
ポ
ン
プ
自
動
車
が
著
し
く
老
朽
化
し
て
い
る

た
め
、
更
新
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
７
号
は
「
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取
得

に
つ
い
て
」
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
川
越
西
消
防
署

に
配
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が

著
し
く
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
更
新
す
る
も
の
で

す
。

　

議
案
第
８
号
は
「
高
規
格
救
急
自
動
車
の
取
得

に
つ
い
て
」
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
川
越
消
防
署
名

細
分
署
及
び
川
島
消
防
署
に
配
備
さ
れ
て
お
り
ま

す
高
規
格
救
急
自
動
車
が
、
著
し
く
老
朽
化
し
て

い
る
た
め
更
新
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
９
号
は
「
高
度
救
急
処
置
資
機
材
の
取

得
に
つ
い
て
」
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
川
越
西
消
防

署
名
細
分
署
及
び
川
島
消
防
署
に
配
備
さ
れ
て
お

り
ま
す
高
規
格
救
急
自
動
車
２
台
の
更
新
に
あ
わ

せ
ま
し
て
、
高
規
格
救
急
自
動
車
に
積
載
す
る
資

機
材
を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り

議
決
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
野
）

　

去
る
８
月
９
日
吉
見
町
議
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
、
中
部
資
源
循
環

組
合
議
会
定
例
会
の
報
告
を
致
し
ま

す
。 

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
議
案
第
６
号
、

議
案
第
７
号
、
議
案
第
８
号
の
３
件

で
す
。

　

議
案
第
６
号
の
「
埼
玉
中
部
資
源

循
環
組
合
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」

は
個
人
情
報
の
定
義
を
明
確
化
す
る

た
め
に
条
例
に
所
要
の
改
正
が
必
要

な
た
め
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
７
号
の
「
平
成
30
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」
は
繰

越
金
の
確
定
に
伴
い
、
５
０
０
万
５

千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
８

億
６
９
０
２
万
５
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

次
に
議
案
第
８
号
の
「
平
成
29
年

度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」
は
、

歳
入
決
算
額
を
５
億
６
３
２
万
９
３

８
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
こ
と

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
高
）

小
高　

春
雄

山
田　

敏
夫

川
越
地
区
消
防

　
　
　
　
　
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
　
　
　
　
組
合
議
会

川
越
地
区
消
防

　
　
　
　
　
組
合
議
会

川
越
地
区
消
防

　
　
　
　
　
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
　
　
　
　
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
　
　
　
　
組
合
議
会

川
越
地
区
消
防

　
　
　
　
　
組
合
議
会

埼
玉
中
部
資
源
循
環

　
　
　
　
　
組
合
議
会

埼
玉
中
部
資
源
循
環

　
　
　
　
　
組
合
議
会

埼
玉
中
部
資
源
循
環

　
　
　
　
　
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
　
　
　
　
組
合
議
会

　

第
３
回
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会
が
８
月

10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
の
加
盟
し
て
い
な
い
消

防
特
別
会
計
は
省
略
い
た
し
ま
す
。

　

議
案
第
20
号
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
東
松
山
斎

場
建
設
工
事
を
18
億
８
４
６
０
万
円
で
松
井
建
設
㈱
関
東

営
業
所
に
決
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
21
号
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
書
（
第
１

号
）
は
総
額
を
８
０
３
０
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す

　

議
案
第
23
号
平
成
30
年
度
斎
場
及
び
霊
き
ゅ
う
自
動
車

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
書
（
第
１
号
）
は
総
額
を
３
億

６
３
２
８
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
24
号
平
成
30
年
度
介
護
認
定
及
び
障
害
支
援
区

分
審
査
特
別
会
計
補
正
予
算
書
（
第
１
号
）
は
総
額
を
７

１
０
４
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
25
号
平
成
30
年
度
公
平
委
員
会
特
別
会
計
補
正

予
算
書
（
第
１
号
）
は
総
額
を
63
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
26
号
平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

は
、
収
入
済
額
７
７
１
万
５
０
４
７
円
、
支
出
済
額
７
２

４
５
万
９
７
４
６
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
６
２
５
万
５
３

０
１
円
で
す
。

　

議
案
第
28
号
～
議
案
第
30
号
ま
で
は
「
斎
場
及
び
霊

き
ゅ
う
自
動
車
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
」「
介

護
認
定
及
び
障
害
支
援
区
分
審
査
特
別
会
計
」「
公
平
委

員
会
特
別
会
計
」
の
３
つ
の
特
別
会
計
は
平
成
29
年
度
決

算
認
定
で
す
。

　

採
決
の
結
果
全
議
案
と
も
異
議
な
く
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
祖
土
）

森
田　

敏
男

道
祖
土　

証

菊
地　

敏
昭

飯
野　

徹
也

小
峯　

松
治
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６
次
産
業
化
事
業
に
つ
い
て

　

喜
多
方
市
は
地
域
農
産
物
を
生
か
し

た
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
な
ど
の
６
次

産
業
化
を
図
る
た
め
、
専
門
家
派
遣
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
相
談
窓
口
と

し
て
、
地
域
産
業
６
次
化
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
設
置
、
新
商
品
の
開
発
、
販

売
戦
略
の
構
築
、
販
路
拡
大
な
ど
農
林

水
産
物
の
６
次
産
業
化
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
専
門
員
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
独
自
の

取
り
組
み
と
し
て
、
「
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
事
業
」
や
「
喜
多
方
市
６
次
産

業
化
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」
を
実
施
し
、

農
業
者
等
の
新
商
品
開
発
や
販
売
販
路
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
か
ら

平
成
29
年
度
ま
で
に
、
ナ
ツ
ハ
セ
・
ガ

マ
ズ
ミ
を
活
用
し
た
飴
や
サ
イ
ダ
ー
、

米
粉
を
活
用
し
た
餃
子
、
落
花
生
を
活

用
し
た
ス
イ
ー
ツ
、
３
種
類
の
西
洋
梨

を
活
用
し
た
ジ
ュ
ー
ス
等
、
33
件
の
取

り
組
み
を
支
援
し
、
市
内
外
で
継
続
し

て
売
れ
る
商
品
も
生
ま
れ
て
き
て
い
ま

す
。
喜
多
方
市
で
は
、
蔵
元
も
多
く
、

生
産
者
団
体
と
蔵
元
が
結
び
つ
き
、
本

市
で
生
産
さ
れ
て
い
る
酒
造
好
適
米
の

約
５
割
が
、
加
工
用
米
の
約
７
割
が
か

け
米
と
し
て
市
内
の
蔵
元
で
消
費
さ
れ
、

国
内
外
で
評
価
が
高
い
酒
造
り
に
寄
与

し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
小
麦
や
大
豆

に
つ
い
て
も
地
元
の
製
麺
業
者
や
醤
油

製
造
業
者
を
中
心
に
需
要
拡
大
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

郡
山
市
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
「
阿

武
隈
川
の
水
害
」
、
「
多
雨
に
よ
る
内
水

の
被
害
」
、「
安
達
太
良
山
の
噴
火
」
、「
湖

南
地
区
の
豪
雪
」
が
挙
げ
ら
れ
、
災
害

対
策
基
本
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
害

を
最
小
化
す
る
「
減
災
」
の
考
え
方
に

立
ち
、
市
防
災
会
議
が
郡
山
市
地
域
防

災
計
画
を
策
定
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

で
守
る
」
と
い
う
精
神
の
基
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
、
現
在
42
の
団
体
が
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
災
害
時
は
、
消
防
や
行
政

が
す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
た
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
も
過
去
の
災
害
復
旧
活
動
を
生
か

し
、
各
組
織
に
必
要
な
物
資
の
供
給
や

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
相
談
し
、
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、

当
初
自
主
的
に
立
ち
上
げ
た
市
民
が
高

齢
化
し
、
後
継
者
が
い
な
く
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
郡
山
市
で
は
、

災
害
対
応
部
局
の
職
員
が
参
集
し
、
災

害
対
応
を
行
う
災
害
対
策
室
を
平
成
27

年
度
に
常
設
で
設
置
し
て
い
ま
す
。
災

害
対
策
と
し
て
、
災
害
応
援
協
定
を
１

１
７
の
団
体
と
結
ぶ
、
災
害
の
知
識
と

防
災
対
策
に
関
す
る
出
前
講
座
の
実
施
、

市
民
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
開
催
、

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

郡山市での研修

所
管
事
務
調
査
を
終
え
て

　
　
　
　
委
員
長
　
飯
野
　
徹
也

　

川
島
町
で
も
平
成
29
年
３
月
に

「
川
島
町
６
次
産
業
化
戦
略
」
を
策

定
し
、
平
成
29
年
度
に
４
品
目
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｋ
Ｊ
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
６
次
産
業
化
品
目
を
含

め
た
21
品
目
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
付
加
価
値
を
加
え
た
商
品
の

開
発
や
販
売
販
路
の
拡
大
な
ど
、
具

体
性
の
あ
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
に
つ
い
て
は
、
一
人

ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
防
災
に
対
す
る

備
え
を
怠
る
こ
と
の
な
い
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
行
政
が
定
期

的
な
対
策
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。
町
で
は
自
主
防
災
組
織
も
立
ち

上
が
り
軌
道
に
乗
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
組
織
の
あ
り
方
、
運
営
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

平
成
30
年
７
月
20
日
（
金
）
　

郡
山
市

平
成
30
年
７
月
20
日
（
金
）
　

郡
山
市

・
６
次
産
業
化
事
業
に
つ
い
て

・
防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

平
成
30
年
７
月
19
日
（
木
）
　

喜
多
方
市

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

平
成
30
年
７
月
19
日
（
木
）
　

喜
多
方
市
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子
ど
も
一
貫
教
育
に
つ
い
て

　

糸
魚
川
市
の
教
育
に
つ
い
て
で
す
が
、

成
長
の
時
期
に
応
じ
連
続
性
を
重
視
し

た
教
育
、
家
庭
、
地
域
、
園
、
学
校
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
た
交
流
、

連
携
を
と
り
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
子
育

て
を
行
う
「
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
一
貫
教
育
方
針
」
を
平
成
21
年
度

に
策
定
、
①
心
・
健
康
・
学
力
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
子
ど
も
を
育
て
る
。
②
一
人

ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
し
て
そ
の
能
力

を
伸
ば
し
、
子
ど
も
の
夢
を
育
て
る
。
③

ふ
る
さ
と
糸
魚
川
を
よ
く
知
り
、
郷
土

を
愛
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
。
④
家
庭
、

地
域
、
園
、
学
校
が
力
を
合
わ
せ
て
糸

魚
川
の
子
ど
も
を
育
て
る
。
を
基
本
理

念
に
平
成
26
年
度
ま
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
成
果
、
課
題
を
基
に
平
成

27
年
度
に
「
子
ど
も
一
貫
教
育
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
31
年
度
ま
で
を
前
期
取
り
組
み
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し

て
は
、
①
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
活
動
が
進

ん
で
い
る
。
②
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い

る
」
割
合
が
、
小
学
生
・
中
学
生
共
に
全

国
平
均
よ
り
も
高
く
健
康
的
な
子
ど
も

た
ち
を
育
ん
で
い
る
。
③
「
学
校
へ
行
く

の
が
楽
し
い
」
割
合
が
小
学
生
・
中
学

生
共
に
全
国
的
に
高
く
健
全
な
学
校
生

活
を
推
進
し
て
い
る
。
④
地
域
の
行
事
に

参
加
す
る
子
ど
も
の
割
合
が
全
国
平
均

よ
り
も
高
く
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
郷

土
愛
を
忘
れ
な
い
豊
か
な
子
ど
も
た
ち

が
育
っ
て
い
る
。

　
英
語
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　

金
沢
市
で
は
、
世
界
都
市
金
沢
構
想

で
世
界
へ
金
沢
市
の
歴
史
・
文
化
を
英

語
で
発
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

平
成
８
年
よ
り
小
学
校
で
の
英
語
活
動

に
取
り
組
み
、
平
成
16
年
３
月
に
「
世

界
都
市
金
沢　

小
中
一
貫
英
語
教
育
特

区
」
に
認
定
さ
れ
、
同
年
４
月
か
ら
小

中
一
貫
英
語
教
育
を
全
市
立
小
中
学
校

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
の
指
導
体
制
で
は
、
①
１
年

生
か
ら
６
年
生
で
週
に
一
回
以
上
15
分

程
度
の
シ
ョ
ー
ト
タ
イ
ム
に
よ
る
英
語

指
導
の
実
施
。
②
３
年
生
か
ら
６
年
生
で

標
準
指
導
時
間
数
35
時
間
以
上
の
英
語

科
授
業
を
実
施
。
中
学
校
で
は
、
①
週
４

時
間
の
必
須
英
語
の
実
施
。
②
全
学
年
に

習
熟
の
程
度
に
応
じ
た
指
導
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
補
充
・
発
展
の
２
コ
ー
ス
の

選
択
英
語
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

金
沢
版
中
学
校
英
語
副
読
本
を
活
用
し
、

金
沢
の
歴
史
や
文
化
を
発
信
で
き
る
英

語
力
の
習
得
を
目
指
し
た
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
成
果
と
し
て
、
小
学
校
６

年
生
の
全
児
童
を
対
象
に
児
童
英
検

ジ
ュ
ニ
ア
の
中
の
シ
ル
バ
ー
を
受
験
し
、

８
割
程
度
が
合
格
し
て
お
り
ま
す
。
中

学
校
で
は
、
３
年
生
を
対
象
に
英
語
能

力
検
定
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
６
割
が
３

級
以
上
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
登
下

校
に
お
い
て
外
国
人
と
積
極
的
に
会
話

し
て
い
る
等
が
目
に
つ
く
と
の
こ
と
で

す
。

糸魚川市での研修

所
管
事
務
調
査
を
終
え
て

　
　
　
　
委
員
長
　
新
井
　
悦
子

　

糸
魚
川
市
で
は
子
育
て
・
教
育

の
一
本
化
に
よ
り
地
域
、
家
庭
を

交
え
て
市
民
全
体
で
子
育
て
を

行
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
地
元
愛
を
持
ち
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
本
町
は
、
子
育
て
支
援
と
教

育
委
員
会
に
分
か
れ
て
い
る
た
め

支
援
を
受
け
や
す
い
体
制
に
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
か
ら
英
語
教
育
に
慣
れ
親
し
む

こ
と
が
非
常
に
重
要
と
考
え
ま
す
。

町
で
も
、
生
き
た
英
語
力
を
学
び

身
に
つ
け
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
英
語
教
育
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

・
子
ど
も
一
貫
教
育
に
つ
い
て

・
英
語
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

・
子
ど
も
一
貫
教
育
に
つ
い
て

・
英
語
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

文

教

厚

生

常

任

委

員

会

所
管
事
務
調
査

平
成
30
年
７
月
10
日
（
水
）
　

糸
魚
川
市

平
成
30
年
７
月
11
日
（
木
）
　

金
沢
市



ＴＥＬ ： ２９９-１７５９（直通）
「川島町議会だより」に対する感想や、ご意見・ご要望が
ありましたら議会事務局までご連絡ください。

　

今
年
の
秋
は
、
台
風
と
秋
雨
前
線
の

影
響
で
、
雨
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
町

内
各
地
で
予
定
さ
れ
て
い
た
運
動
会
な

ど
の
行
事
も
、
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
当
日
ま
で

に
、
多
く
の
か
た
の
ご
協
力
で
準
備
を

万
端
に
整
え
て
い
た
も
の
の
、
天
候
に

逆
ら
う
事
は
で
き
ず
、
残
念
が
る
声
が

た
く
さ
ん
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
は
、
台
風
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
川
に
囲
ま

れ
て
い
る
当
町
で
は
、
常
に
水
害
と
隣

り
合
わ
せ
で
す
。
た
ま
た
ま
今
年
は
、

大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
明
日
は
我
が
身
と
言
う
気
持
ち
で

水
害
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
日
頃
か
ら
、
い

ざ
と
言
う
時
の
行
動
計
画
を
考
え
て
お

く
事
が
大
切
で
す
。　
　
　

（
松
原
）

表

紙

解

説
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11
月
30
日

11
月
30
日

（金）（金）

月8

月9

月10

　

９
月
22
日
、
中
山
小
学
校
の
運
動

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

心
配
し
て
い
た
雨
も
上
が
り
、
先

生
や
保
護
者
の
方
々
の
ご
努
力
に
よ

り
運
動
場
が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

徒
競
走
は
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
50
メ
ー
ト
ル
走
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
他
は
ほ
と
ん
ど
プ
ロ
グ

ラ
ム
通
り
に
進
行
さ
れ
、
天
気
も

徐
々
に
回
復
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

応
援
団
の
一
生
懸
命
な
姿
、
組
体

操
の
き
び
き
び
し
た
美
し
さ
、
リ

レ
ー
選
手
た
ち
の
真
剣
さ
。
紅
組
も

白
組
も
全
力
で
取
り
組
ん
だ
素
晴
ら

し
い
運
動
会
で
し
た
。

　
　
　
　

  

（
写
真
・
文
章
／
稲
村
）

議会日誌

委
員
長

副
委
員
長

委

員

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

相
談
役

爲　

水　

順　

二

栗　

岩　

輝　

治

遠　

山　
　
　

尚

小　

峯　

松　

治

稲　

村　

美
代
子

松　

原　

謙　

司

森　

田　

敏　

男

議
会
報
編
集
委
員
会

開
会
予
定
で
す
。

次
回
12
月
の
定
例
会

議会運営委員会

議会全員協議会

川島町防災訓練

９月定例会

議会全員協議会

議会報編集委員会

つばさ南・つばさ北小学校運動会　

中山・伊草小学校運動会

名誉市民推挙式

議会報編集委員会

議会報編集委員会

埼玉県町村議会議員研修会

議会運営委員会行政視察

２９日

２日

５日～１９日

　　１９日

　　　　　　

　　２２日

　　　１日

　　　３日

　　　９日

　　１７日

２５日～２６日

 学校跡地等活用調査特別委員会では、旧出丸小学校・旧
小見野小学校の跡地活用を検討していくうえで、埼玉県
内の廃校の活用事例を８月２３日に視察してきました。
今後このような事例を参考に町へ提言をしてまいります。

学校跡地等活用調査特別委員会学校跡地等活用調査特別委員会

視察先 活用例

あしがくぼ笑楽校
（埼玉県横瀬町 旧芦ヶ久保小学校） レンタルスペース

鳩山町多世代活動交流センター
（埼玉県鳩山町 旧松栄小学校）

多目的複合施設




